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あら并鳔（曙の 
«觴が auu に梅げられ 
て37年 e 鳎®は嫌だ. 
サラリーマンになるん 
だと決めていた析丼康 
夫さんが，父徳術さん 
の跡を継いで17年が過 
ぎた。 Ifc が忙しいから t 大学を休学して手伝ったの 
がきっかけである tH う P W 米.素材へのこだわり 
は天を知ることなしついには鲔さえも冷凍から生 
の本鲔へ锊えてしまうはど。「別々に食べるとわから 
ないものでも，推べて，食べ比べると味の差は醚然 
なんです=冷凍と生， *« (ものと天然もの、输人も 
の iM 産もの、すべて味が遑うんです j ig い切る。 
今网のメニューは人トロのにぎり c 掛彩当日の朝、 
魚河岸で自分で選んでセリ落とさせた生の黑鲔（ハ 
ワイ «) である。『鲂は索 M が命』との味夫さんの倍 
念二もる逸品、あらい鲔の人•右板である n 
播影：并上*治 

■• MUIfc 花歩 

を 









◄藿 足％•培いてトライアス □ ンに出 4- 内田充思さん 


えぐ C びあんレポート 


1995年も、立川は 

『ベスト立川人•展』で幕を開けます。 






新春吉例『ベスト立川人 • 展』も回を重ねて101"1目。 
これまでにご登場いただいた立川人は200名を越えましたが 
10年を経ても、街の鼓動は嗚り止むことを知らず 
今年もタチカワが誇る個性をこんなに発 M しました。 

えくてびあん精鋭の写菸家がとらえた、脈打つ立川人の鼓動 
会場で^、っしょに感じてみませんか。 


『ベスト立川人•展’95』 

期間:平成7年〗月 1 PE 〗 （木）〜 1 B 日（水） 
午前10時〜午後7時(初日•最終日は午後5時まで） 
会場:立川駅ビル•ルミネ 7 F ウイルギヤラリー 



◄校 K 4 C * 年立川の二どもたちを胗 If ける裨潛邦繁さん 1 :? 


立川でただ一人^ f 渡し j の痛»»手.合本一幸さん（霣士見町〉 




I 日邾«»& *タレントの 相/ It 淳 二さんは 若業* I 出身 • 





公募ステンドグ|フス》>1«入*-卬_まみさん<«士見町> 


雙1 


百宅を食重放‘わ袋の味を1&求る A 木*代子さん (鋼 町 一 






















4fl Mot マ fir 本嶋:卿 l ヴ:_:_ m 
，、ンデをえ跌一 有 H 4•した内…光飧さん 
«M0<| ケ川い二ど ft 坧*さん 

•XUI でただひ i^ r 浦 L 歌 r、fr ふ TJ4 

ベスト讀人 • wm. に， f 彳もたくさん〇) wn が 
«:かほ L たこ wMt を胛 rc ほん w 少 L ご IK 介 
•Y 川は'/ U;«jj です， 


ベスト立川人•展’95』は 
1月12日から開幕です。 


東京*流通センター 

> 川町1-50-4_»37-3641 

JA 経済センター立II!店 

> 川町 2-44-3 _«36-1824 

pA 縣みどり 2)1158 

»)IIE8J2-44-3 _〇36-1821 

ビジネス木テルクボタ 
筠町 2-12-23 022-1122 

[^擊料《みよし 

柴轉町 2-10 »25-3873 


石原薬 

賴啦香3 


局 

023-4067 


| 輪輸館 

IMI2-12M7 022-8100 

| 串讎げ劃黧トントン 
柴好邸 2-3-3 024-4521 


寿司 

染《邱2-2-8 


由 

«22-3733 


I ブティックリツチ 
㈣町2-3-10 _ tt28-2054 

キヤノン0〗シ彐ツブ 
柴梅町2-3-6 _ »28-1501 

マイシティ八ウス如_058 
柴畸町 2-3-6 »26-0148 


カフIレストラン 

榮崎町 2-4-15 


ほまれ層 

026-2232 


フアゥシヨンハウスほまれ屋 

柴皤町2-卜15 行 25-2788 


1 5ちのやブルマン 

赚町1普17 

S24-B280 

立川蘭 

店 

财町 2-30 

022-3565 

みずほ弁 

当 

1 羽衣町 2-3 

022-9597 

_松タバコ店 
臟町 2-42 «24-7852 

| 中島豆腐店 

|羽衣町 M2-34 

022-5723 

| 和風レストラン1屋 

1羽衣町 2-27-9 

026-3698 

|lW テイトストア B 晒 

栄町 2-46-3 

036-8285 

永光薬 

届 

| 宋町 2-S8-7 

036-0206 

| カツト八ウスボーグ 

| 朱 町 2-59-8 

OS6-6716 

«容塞アリ 

| 錦町 1-15-21 

ふ1100 

coffee shoo 遊香 

1+24 

«27-3840 

ステーキの! J 

ブレ 

| 贿1+3 

027-1630 

| そば爾柳 

播町 2-1-27 

抑- n 

T A P A 

S 

| 货町 2-2-29 

029-0733 


| 三田花 

貉町2ぅ-23 


店 

024-4187 


セガ S 薬届 

«町 2-7-8 _ 025-9212 

p7 ルミヤ スポーッ 

| 錦 町 2-7-8 _ »22-2912 

| そば畐尾早 

| 嫌町 5-5-31 _«22-2710 

」BS タイヤシ3ッブ佐藤两会 
_ 章町 5-10-2 —« 37,12 

いなげや立川幸店 
| 幸町 1-23-6 _»37-1820 

ロッテリア Hi'«ll!9t8 
| 幸町 4-38 _ 037-4413 

^川文靡 

高松町 M-23 _ 025-0617 

111 町鼷菓子店 

*忪町 2-11-23 _ ©22-2609 

鼷爾栗店 

裏松® 2-3-13 022-6443 

「スーパ-ゃなきゃ 

高松® 2-5 _ 022-4322 

$レンド書房 

町 3-18-2 _ «27-1555 

P きゃき學 

蒿松® 3-21-4 025 -6658 

OIFEWTAURMIT TIP-TOP 
高松町 3-27-27 025-2030 


びあ 


人がゐて、卿あります。 

拳’ あなたがゐて、立川があります- 
• # そこにちょっとだけ、えくてびあん/ 

i # リストのお店にはいつでもえくてびあん/ 



ぼだい樹 


雜町2+18 

028-0556 

コ マツ ホーム 

賊町2如 

025-5811 

* * キヤリー 

柴 《1 印 2-4-7 

028*2630 

かみゆい® 

わ 

朗町2+8 

022-8202 

芹沢ガラス店 

練® 2-4-8 

022-3065 

小 室 

蚤 

柴》町 2-4-8 

022-2894 

立川 S 口画材 

細®2+9 

022-6065 

マエダ文具 

㈣町2+2 

025-6584 

< 0 

や 

賴町2+3 

023-2590 


立川高等技芸学院 

U^««T2-9-4 _»22-3424 

=7 ックスしんあい 

卜印3+1 —027*6701 

P 山堂薬躅 

I 柴娜 -13-25 «22-2550 

こむろ酒店 

h»®3*14-3 _ 〇 22-2613 

[if ンフアノン•クポ立 in 店 

h&«®3-4-2 _ S27-7413 

> っ • 

柴 « 町 3-5-2 025-7647 


京孀 3li_ 口店 
柴费® 3-6-2 _ 021 -4640 

醒 B ふなやま 

柴 《印3+23 —027-2780 

多•㈣價用金 ■ _□越 

I 榮崎町 3-7-4 _ 028-2211 

|踴》霤 m 

柴埼町 3-7-6 _ 024-0672 

io 光証券立 jh 支店 

I 荣»町 3-8-2 _ 024-1321 

Jie ノ国歷立川店 

_ 若蕖町 1-13-2 _ 036-1604 

ふとんの爾木寝两 
若霣町 1-8-1 _a36-€B33 

エツソ石油 n ^ wxT-UEy 
1 若葉町 2-1 _ ©35-3081 

[：：n いなげや若爾町店 
1 若葉邸 3-21-1 _〇37-4119 

ミネ立川店 1F»« 

味 印 2-1-1 


ルミネ立川店 

曙® 2-1-1 


©27-1411 


NTT テレ]厶ブラ侧 

W®2-M _ 027*4210 

| caf 6 バーゼル 
WBJ2-11 _»23-3746 

[7又 ティスリーバーゼル 

JB 町 2-11 _023 -3746 

ロッテリア加Iルミネ《 

W 印 2-1-1 〇24-7433 


住友齦行 mil 支店 

曙町 2-17-15 _ »22-6171 

鑽茶アバン 
禧町 2-17-15 _ 027,4479 

日の出驪本店 

W 町 2-2-1fl _ 022-3308 

麵ーテパート 8F1% ンター 
播町2_2-25 _ 027-2021 

籯士鑣行立川支店 

■町 2-4*6 _ 024-3121 

あら并麵《本店 

曜® 2-5-12 _ 022-2957 

二木のパン 

明町 2-6 _ 022-2278 

三上鼸節店 

|W 印 2-8-30 _»22-3259 

咖 木ワ仆八ウスフロム* W 
a 町2..11-2 _tt 25,8558 

ばさ一じゆフロム中武 
田® 2-11-2 _ »22-1941 

フロム中武 1 F 受付 

■町 2-11-2 024-7111 

ケンダ;キーフラ^チキン uumz 
W 印 2-12-16 028-2636 

トボス Dili 店 
W 印 2-18-1B _〇25-0331 

パットパットゴルフ 
泉印 _ 025-2340 

リーセントパークホテル 
St 見 B02-1-8 026-3111 





真如苑だより 



多摩最大の店舗網 

本 a riso 1 

〇 ( 

みなさまの暮らしや 
ニーズに合わせて、 

焐広いサービスに 
つとめています。 

多摩のマイ/\ンク 


多摩中天《两金, 
t 川 布 >i«rz — 8—？8 

0425) »—丨丨丨丨（代} 




表紙は| 

まい あ一と 
コバークラフト 
广祖供の 
支®部屋 
by »□聿子 


る 










995 


I ( 月I回発行） 


月刊 • えくてびあん-立 JII と:語ろう • 立川に生きよう 


通巻126巻 


内田充彦さん(曙町) iE £ 


7月に山形で m« さ n た1サンている" 

セットビーチ•トラィアスロン j 内 nl 充彥さんの桃^は「祈しい 
に•立川からひとりの+11年が出場足」に衆つてさらに統く。 
l.Mlivt: 走を果た1た。 

杏卬の W* は » 枝装«,±*我足 
を他•フ人がひとりでも多くスポー 
ッを來 I めるょ . フに，海外の研究 
-n とも肘 % W 発研究を統ける， 

そして妓 t また * 峩足を用いて 4: 

话Iているひとりなのだ • 

失つてしまつたものは、訢しく 

造ればいい。それが本物かどぅか 

など t いぅ考ぇはまつた<£味が 

ない■過 K な»人レースを走りき 

つた»年の笑期が•すべてを： n づ 


神邊邦繁さん(柴崎町)校医生活如年 


この人の肶によって • 私 “ ：刖に大突 * が出米上が？た： 

•W を ;4 れた 7-tt たちは少なくない * あくまで t'f 供の W 张を 5 ¢一に 

神邊 W 繁さ A..71 才：昭和28肀芩ぇ，つらぬく姿^，ただ败服コ 

以來40年問 • 立川 m 内の小*?校か 

ら商校まで • 卜数 1¢ の「校 m さん j 

を勁めている * 

実 Iff • 城実，活す S 菜は押路桉 

然として淀みなく • それでいて «] 

手に紫 ai® を ^ ぇず。学 tft 保®硏 

究の第一人者に L て n 帥*父兄の 

信 wt 蜞い • 一昨年 •！！ 想綠を出 

版 " 40年の思い出 is どころか「自分 

のことを if いてもしようがない」 

と，： I ：邊先生しか知る ^ がない • 

贵屯なデータで埋め尽くされた研 


a 夜北 P の«場::^/'ギターがいる V - いうことこの街が幸せ 

の ft 色と潑厶だうたごえ•今やこなのは•こういう人がうたつてい 

の；3でこの IL 4 V を L ている人は， る t いうこと** 

合志-乎さんただ一入<:なつてし 

まつた"酔つばらいの哝縫とネオ 

ンの圯を »> き統けて30年"変ゎり 

ゆく北 n の街並みに•今夜らギタ 

I を爪 » さながら、*わることの 

ない八 rl 志さんのこえがある e 

I 方で ft 問の^志さんは 、 PT 

A の役 a や地域の文化活觔にも W 

を出す人◊ということは•立川の 

».も*も®する入ということなの 

である" 

この or が強いのは•こういう人 



40 志 


孝さん(富士見町)『滴し」歌手 





お母さんとのお I やべりな /I ぞ 
WI いてると • どこから a ても AF【..»ii 
の . fc の n U が•ひとたび碁盤を前に 
すればたちまち勝 ft 師の ffil : 变 4 U 
「口ばっかりのォトコどもをやう 
つけるの，快 fs な / t です」などと、 
町 ® い顧してォゾロシィことを S 
い放つてしまラ * 

梅沢 fh 杏 f. さん：度芯大学3年-- 

幼稚1«の tfl から父«の指#で13» 
を習い： g める■天賦の才とはこの 
令、すでに同英に敵はなく‘口 
本 fit 院の K1Z と L て M:gr 中ねた。 

そして 0 いに昨午 6S : •歷戦の 
猛 « どもをなぎ ^ し、史 h 初の女 


性多 ^ アマチュア本 ra 坊に • 

プロを目指して邁進中の彼女に * 
天は明らかに二物を与えた。 



PTI -3 佗の 描 

^ ^JLIG afMf 次ま 

I 

い卜他 JgB 号の « 紙は • 

ま □/ 支 by A: 相 It の -i^ 
部 ® の R 様をお W けします 1 
これから上钹人 h.K 张»あふ 
n る横綱の浚を IN 板 LI: 兄か 1: 衣 
叫 ^: S がーメートル t ある太 ^ 
で一部 L かぉ hi せできないのが筏 
& ですが•この力作は栄町にお住 
まいの野 1! ヂ .| さ厶の手 1 :よるも 
の .• モチ — フになつたのは江 HW 
R の ffw 絵。「斬聞 W さんが • 域：：：：く 
れる占新間の：一：収袋、あそこ 1 :攸 
つてた f?ll !: 絵を ft て作つたんです ” 
よくそこからモチ—フをいただく 
の < 芡ごたとぇ钭間の：一:収炎でも 
ばかにできない • n « 生话の屮に 
ある W でもないものから、作品の 
越： t を ^ てし i ぅ • 野 I.J さんの 611 
作£欲にはただた://他 ]|«1 

コバ — クラフト (^« 細丄)を 
はじめて十年 ” ％ 61 では近所の公 
1S 館で «f 導もされている » 口さ厶 = 
絮は野 11 さんのご 11\ は . 削《 
谘 一 2V の衣紙を「 « 々」で飾つて 
くださつた， !??:3* 次さん - 创 |-»| 
号をご i 人が • I 年の R 切りを終 
えた祈年： ir を奥さまが - 大切な 65 
目をご欠 £ で飾 - ,, | てくださぃま 1 


C 鼠 
3 眉 



Tir という- K 台の K 切りを、あ 
tEi - で M えようと I てい * a U こ 
のことを思うと、人 ml がはるばる 

L ^ みきた！！！々を-^えずにはいら 

れない サけ川は .11- 政--=|屮という 
ことで人きなセレモニ — があつた * 
1= も IVM の祝いに参じた。たし 
か(:•おめでたいことではあるけ 
れど二 Tq という B.V の流れには M 
わないであろう ' -f> A H 味な ft の k 
さである " もつと不 HHi なのはお 
めでたいのかどうか W らないこと 
だ - ボタンーつで itb 球が壊れて I 
i うとこ /) i で米て L まつた人 ffil 
は、二 T 年といラ人台を U んとう 
に迎え 4 U るのであろうか ♦ あと 
わずか t:/L 年だ t の、そりや中•さ 
のびられるさと思いたいところだ 
が . 仏にしん a ダ >- 一 ^ >IJ だ tl-* 
ら油 »f はならないこれから入問 
が ^ i!k の n 々をもつことが m * る 
とすれば * そ nu 「夢みる力」に 
よ - n てではないだろラか。ボエジ 
1 といつてもいいかも知れない • 
♦v 十年もえくてびあんは fl 年カレ 
ング — ラ • ヴィ • アン • D I * ス』 
をこしらえた *: .C 年 U 過 ilL 十年， 
ん米 ih 卜年 1: 別けられている"二 
T^r など ft くクリア I て，^午か 
らの五卄平のが抱んでいる。 
この：：：々を何色に ^ めてもご h 山 
だが • 出東ることなら.ばら色に 
籴めていただければ，えくてびあ 
んは啮 1 ぃ - 「永 *.1 に骹べたら > 
二 f 屮な /V てほんの芥 f 粒みたい 
なものな / U です t の ♦ 今生の Irr 
返点てふ淑试かな 


-*»:- 成田鳜典ヰ ffl 彰 I ' P 衫和己十麯康史 

mlllHI 名 Anmcltlli 空！！存菱让 

■Isa IU 1 田■子 

{写萬)天»焚再味_明科上«涪 

スタジ JTJB 9 一一 llt lB 五束聿中 


呒町を少いていて * SKV も切るかとふと立寄つた荚容院「い 
らうしやい土せ」といぅ ^ に m り向いて，一瞬*わが目を疑 
った， 

「ユ — X ケさ A?J 

思わず声が出て I まつた *' 相手はびつくりしたよぅな ffi を 
して . そしてすぐに笑頋に反 - 0てこぅ5 : つた。 

「ユ — スヶは兄ですが … j 

え•弟さん？? CH - しま L た•それに I てもよく似ている- 
「よく問連えられます M …ところで、兄をご^じなんですか」 
知つているどころか*饯はユ—スヶさんたちの fl - o た. , ft を 
螃いたおかげで' この街に住むことを S - りに思えるよぅにな 
つた入間です" 

エンドレ f, • シアタ I* 立川に生まれ、立川に ^ ち、立川 
をぅたうたロックンロ | ル * バンド * ユ|スケさんはエンド 
レス • シアタ — のギタリ X 卜 - ボ I カルはモリタさ 4• ベ — 
スはナガシ | さん、ドラムはヒゴさん " 幼 _ 染の 4 人が 1 ^ま 
つて結 f ねたこのパンドは • 一時 a 都内のライブハウ X を 
成兵にするはどの人扒を誇つていた。闲立の€舗ライブハウ 
ス r リバブール L. では觐 ^; gfts 鉍を m 立し • その ;£ 録 a い 
まだに破られていない * 

1 ;/ めて彼らの is 芬を目荦したの U もぅずいぶん前_市民会 
wr で行われたイベントだつたよぅな ^ がする。 X テ彳ジに甩 
れ /: 彼らは，4入 ID) つて R の解めるよラな占： - lit のス—ツ 
米雨将校のよぅなスタイル *X テ — ジ上は S 4 -W 1 ていない 
にも ™ らず，すで <: 彼らの 7 fe,H が出來丄が <» てし i つていた * 
51 ! いレスザールが3連のリフを钏み始め • i ずは典 s 的な 
3コ | ド • ブギち10とシビアな 3 X デイ . ，が«冬され 
る "* の足が自然にリズムを411みはじめる " te てら A つて t 
いられなくなり、 fiifiij 列に移 sft するり 
2曲：：3は一転してバラード。舴かな演奏で歌 i- 1 が!»|き取れ 
るようにな <> た， • ，與 i(& りのエンジェル j t 吆されたこの曲 ' 
アメリガ兵に恋をした女性の • 悲しい ^ 語だ"せつないメロ 
デイ — を睡きな： ^ ら .(* はなんとなく « じた。 

- の入たちは ^ チカワを狀つてるんだ …) 
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そして i& 後の ^ >‘/ « の思いは確 ^ となつた曲名は 1 ア 

メリカ / 「朿识电矿に下つたそこにア / リカがあつた¥和 

な東 J?; の與ん中で戦 ^ しているア x リカがあった /1961 

生まれの何もわかりはしない / (tl: 染みついたアメリカ•ア 

メリ方 … j 

傲 Is ? 袈パ? £• S5 ?宓犮 

ちがギダ — を手にした時、驮ラべきテーマはすでにそこにあ 

つた ® 何をどラ伝えるべきかということを、 K ンドレス•シ 

アタ — というバンドは生まれながらにして把 « していた • 

その： n を樅に * 何度か彼らが飲みに i* つてくれ & よう 1 :な 

づた * もう 4 年ぐらい韵になるだろうか - モリタさ 4 の家で 

飲んでいる時 • ユースヶさんが m にささやいた。▼いいトコ座 

n てってやるよ * 時問は夜中の 3 時 It たち araiy.^FIC の来 

側，現在のフ > レ立 fll があるあた作にいた >»kl 時 ; ii だ M 

びた企網が ? U り巡らされ • もちろん : 0L 人 K1I1K 域"米中ので 

かい恪納陣がまだそこにそびえ立つていた。 

もう時効だから臼状 I て Li おう • 懷たちは金網を来り ^ 

えた ” ラィタ — の炎をたよりに • 进もいない深夜の格納 ¢1: 

忍び込んだ A ハ暗の格納 1¢ の中 • ユースヶさんが指をさす * 

" あそこからへ V が飛んでったんだぜ *si い天井の陳問か 4 

星がのぞく " ドキドキするような瞬 IW だった • 二桥に h がる 

鉄の階 ta に ¢1 つて、ユ — スヶさんは S った：*戰今がいいとか 

恶い t か • そラいラことじやないんだ，^ここに木当にアメ 

リカがあって • 俺たちはこの街に ^ i れ诗つた。ただそれだ 

けなんだ …… * 

-1 へえ * そんなことしてたんですか j 

美容 g である H — スヶさんの弟さんは •« のからだについ 

た髮の毛を払って * 二 mini ながら S つた " 

「兄が W いたら » びますよ n でもみんなすっかり寸ジ爷ンに 

なつちやつたからなあ一笑)」 

今で U メンバ — それぞれ家庭を： $ ち•それぞれの生活を送 

つているという * それで t たま C 思い出したよ 5US: まり . 

合を出す時が * るそう ;/' 

弟さんの声に送られて店を出た。さつばりした M を掻きな 

がら•俅は so た令 

エンドレス • シアタ — が聴きたい / 

幻の楽の 3 S や年明るく 一扎 


捆沢由香里さん(栄町) 1 び 1 ⑽ 


砂川町 


_H 時平成7年1月13:=淦 

3時〜5時 

■ 卯 本 » 、 * 如宝物館をはじめ t して映！： 

など ® 〇だくさんの WS 

♦かしてございます ■ 

■お 中1込みは 

r xr くてび*ん•コンパ 

ニオン」 t 本誌を手鰭して 

くれた人》へ丨 



あけましておめでとぅござい i す6 

すがすがしい初#をお迎ぇのこと trr じ 

ます•この 1 TI 恃ち，てのままに，背を九めて 

懐 f することなくまつすぐに^いていきた 

い t のです。 

ft 如 - fli では•昨年に增 I 本年も皆さまと 

のふれぁぃをょり.«深めさせてぃただ> 

たいと願つております，今年 t どうぞよろ 

しくお顿いいたします 
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わたしの 

ミ麵这紐徽:紛遞ぽ纖 
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2•錦町•故•毎忠さんの「训，」 































